ＳＣＭ（Supply Chain Management）予習
①定義

　本や人によって様々な見解があるが、企業（特に製造業）が取引先との間の資材調達や受発注、物流、在庫管理などを、情報技術を活用して一貫管理する経営手法のことを指す。
　要するに原材料から最終消費者に至るまでの商品の流れを支えるインフラ、組織、情報などが構成する業務プロセス全体を「サプライチェーン」と捉え、それをビジネス戦略と整合させてマネジメントし、効率よく企業活動を行うことを目指すものである。
　企業の活動にはＳＣＭの導入が必要不可欠である一方、ＳＣＭの徹底を市場における自社のポジショニングを高めるための武器としている企業が多数を占めている。

（※）経営用語の基礎知識p.72の図参照

②４班の見解

　正直言って、既にテーマとなった「業務プロセス」「ＩＴ」「ＣＲＭ」「ＪＩＴ」「ＫＭ」などの組み合わせであると考えました。そこで実際に各企業がどのようにＳＣＭを導入しているか片っ端から調べて業界や企業ごとになにか共通点・相違点が無いかを探り、発表方針を模索しました。すると特に需要動向の変化が激しい産業における商品の生産において着目すべきＳＣＭがあると判断しました。
③発表の概要
　今回はケーススタディを主に扱ってＳＣＭについて発表したいと思っています。具体的にはＳＣＭ導入の典型的モデルと思われるＤＥＬＬの事例。ＱＲ（クイックレスポンス）の考え方の導入が特徴的なユニクロの事例。生産から販売までを非常に革新的なスタイルで行い、業界トップを狙うセブンイレブンとローソンについて考察していきます。
（※）経営用語の基礎知識p.72と共に、「業務プロセス」「ＩＴ」「ＣＲＭ」「ＪＩＴ」「ＫＭ」などについてもこの機会に復習して下さい。
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